















ハイマー (MaxHorkheimer 1895-1973)は， フランクフルト大学で教授
資格を得て，同大学の私講師に就任， 1930年に正教授に昇進した。アドル






























19世紀には，有名な古典文献学者ベルナイス OacobBernays 1824-1887) 
のように，教授資格取得(1848)後 18年， 42識になってやっと員外教授に
















































































ン (HermannOnken) とエーリヒ・マルクス (ErichMarcks)両者の
マイヤーの教授資格取得への熱心な勧めと， マイネッケ (Friedrich
Meinecke)，ヒンツェ (OttoHintze)，更に国民経済学者ヘルカー (Heinrich
















































































































































































































































































































































グスタフ・マイヤー の教授資格審盃をめぐるベルリン大学史学教授たちの騒動 7 
(disputatio)によって選別する試験のことだった。







































































よるものだと説いたヘ「偶然Jとか「ハザードJ(Das akademische Leben 
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